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研究成果の概要（和文）：大地の芸術祭開催地域である十日町市での調査より、芸術祭の開催が直接的に新規事
業を生み出すのではなく、新規事業を生み出しやすい、寛容でイノベーティブな環境を形成していることがわか
った。
また、東条川疏水地域や、ゆがふ国際映画祭における質問紙調査からは、創造的活動を求める層が存在する一方
で、農村や地方には創造的活動の機会や頻度が十分ではないことが明らかになった。人材育成事業であるとよな
か地域創生塾の調査によって、創造性が高い参加者においても、属性が異なる他者に対する寛容性を育むことは
困難であることがわかった。また、塾の参加を通して、ソーシャルキャピタルが向上することが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：From the interviews in Tokamachi City, the area where the Echigo-Tsumari Art
 Triennale was held, it was found that the holding of the art festival does not directly create new 
businesses, but rather creates a permissive and innovative environment that facilitates the creation
 of new businesses.
Questionnaire surveys in the Tojogawa Sosui area and the Yugafu International Film Festival also 
revealed that while there is a segment of the population that seeks creative activities, there are 
not enough opportunities and frequency of creative activities in rural and regional areas. A survey 
conducted through the human resource development project, the "Toyonaka Regional Innovation School,"
 revealed that even among highly creative participants, it is difficult to develop tolerance in 
teamworks with others of different attributes. The study also revealed that social capital is 
enhanced through participation in this school project ; attachment to community, socializing in 
community.

研究分野： 地域計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
創造性と寛容性が関連していることが示唆された一方で、地方での創造的な機会の提供や、寛容性を育むような
プログラム作りが困難であるという課題が浮き彫りになった。日本においては、外国人や宗教、障害による差異
はもとより、性別や世代を超えた協働の機会ですら十分ではなく、寛容性を育む創造的活動の提供が求められる
ことが明らかになったことには社会的意義がある。
受動的に映画や芸術を鑑賞する、そこからさらに発展して、主体的にアイデアを実現するような創造性の高い活
動を経験する、といったプログラムを提供すると同時に、個人のネットワークが拡大し、多様な属性の人とチー
ムワークができるような活動の重要性が明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

平成 27 年に決定された国土形成計画においては、地域の個性を重視して地方創生を実現

すること、イノベーションを起こして経済成長を支えることが謳われている。しかし、具体

的な方法論は提示されないまま、地域にその方向性が委ねられている。今後、少子高齢化に

伴う経済規模の縮小が想定される中で、社会資本や文化資本を活かした地方創生が重要と

なると予想される。 

一方、農村においては、農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域共

同活動が実施されているが、活動を担う従来の組織は高齢者が中心であるため、次世代への

継承とともに新たな価値の創造が課題となっている。 

創造都市論においては、文化芸術を活用することで人や組織、地域の創造性が引き出され

ることが明らかになっている。この理論を援用し、閉塞する農村地域の状況を打開するため、

創造性に焦点をあてた資源継承の可能性を実証したい。 

 

２．研究の目的 

本研究では、創造的な人材を集積することにより、低迷する農村資源の維持活動にイノベ

ーションをもたらし、参加主体の拡大と次世代への継承による新たな価値の創造を強化す

ることを創造的資源継承と定義し、規定要因とメカニズムを明らかにするとともに、創造的

活動の実践を通して、実現可能性と地方創生への有効性を検証する。 

 

３．研究の方法 

本研究では、図 1 に示されたモデルを検証する。創造的なプロジェクトへの参加を通して、

個人や地域の創造性が向上されると考え、「創造的」とは、新規性や面白さ、アート、自己

表現といった概念に規定されると想定する。プロジェクトによって地域には「ＳＣ」、個人

には「他者への寛容性」といった効用が創出され、それらを通して「資源への興味」や「資

源維持活動への参加意欲」が強化されると仮定する。モデルの構造Ⅰは創造的活動に関わる

メカニズムで、構造Ⅱは資源維持活動への参加に関わるメカニズムである。それらを結びつ

ける心理、行動面での要因を解明し、創造的プロジェクトと資源維持活動の統合を実践する。

インタビューに基づく定性的分析

と質問紙調査による定量的分析を

組み合わせ、①プロジェクトにお

ける「創造性」の構成概念②「創

造性」による「ＳＣ」「寛容性」等

の効用創出メカニズム③創造性と

地域資源への興味、資源維持活動

への参加意欲との関係、を明らか

にする。モデルをもとに④兵庫県

東条川疏水での疏水維持活動にお

いて創造的な資源継承を実践し、

効果を検証する。 

４．研究成果 



(1)大地の芸術祭開催地域での創造的資源継承の実態把握 

起業家やタクシー会社経営者、観光行政部門担当者にインタビューを行い、芸術祭がイノベ

ーションの直接的要因となるのではなく、個々人が有している地域外での就業経験、既存の

施設の活用、大企業やベンチャーとのネットワーク、といった複数の要因との関係によって

イノベーションが起こることを確認した。 

 

(2)東条川疏水地域での創造的活動の実践 

質問紙調査やインタビュー、作品制作活動中の脳波測定、といったデータ収集に加えて、住

民を対象としたアイデア収集、フォトコンテスト、動画制作のワークショップを行った。疏

水にまつわる物語を収集したフォトコンテストは、鑑賞者からは創造性が高い活動である

と評価された。また、疏水の重要性を認識する層、創造的活動を好む鑑賞者層が存在する一

方で、疏水をテーマとした芸術活動には参加意欲は低く、「祭」のような形態で疏水に関す

る事業を展開する要望が多く見られた。 

 

(3)創造的人材育成事業の効果測定 

とよなか地域創生塾の参加者へのインタビュー、質問紙調査を通して、創造的人材育成事業

によって他者との交流が増大し、関係者間のネットワークが時間を追って密になることが

明らかになり、他者の受け入れや他者の話を聞く力が増大するとともに、地域への愛着や地

域の人付き合い、地域活動への参加意欲、地域行事への参加といった、ソーシャルキャピタ

ル（社会関係資本）を増大する効果がみられた。一方で、異性や年齢の異なる他者とのチー

ムワークにおいては、寛容に対応することの困難が示された。現在の地域づくり事業におい

ては、寛容性を育むような他者との協働の機会が少ないことが一因と考えられる。 

 

(4)生体情報によるデータ収集方法の検討 

質問紙調査では回収率が下がることや、回答すること自体の積極性のバイアスがかかるこ

とから、データの客観性を高めるため、生体情報による創造性調査の開発を検討した。心拍

数と芸術作品の鑑賞行動との関係については、時計型の測定器を用いて、鑑賞行動中に心拍

数が下がる傾向が確認されたが、サンプル数を増やして検証する必要がある。また、芸術活

動の参加前後で脳波（シータ波）が増大することを想定し測定を試みたが、製作には大きな

動きを伴うため、動作や発汗によるノイズが大きく、傾向を把握することが困難だった。適

切な測定環境の設定とノイズの少ない機器の選定が重要であることがわかった。 

 

(5)研究成果の一般社会への発信、対話を促進する多様な取組 

オンラインでの国際学会発表やオープンアクセスの紀要への投稿に加え、「東条川疏水シン

ポジウム」「津和野会議」「アイランダーサミット石垣」といった講演に参加した。また、研

究成果公表のためのホームページを作成し、広くディスカッションが行える環境づくりを

行った。さらに、大学生が中心となって地域の方々とともに、デザインシンキングや COデ

ザインのコンセプトに基づき、フォトコンテストと動画制作ワークショップを実施し、メデ

ィアにも取り上げられた。また、「ポートランド地図帖（原著：Portlandness）」の翻訳を通

して、デザインを重視した地図が一般に広く普及するツールとなることを紹介した。 
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